


永
年
の
功
績
を
た
た
え
て

い
ず
れ
の
皆
さ
ん
も
、
仕
事
や
地
域
活
動
、

活
動
を
通
し
て
、
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
々
で
す
。

叩
月
白
目
、
市
役
所
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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こにしそうえもん

小西宗右衛門さん

鉢 .80歳

多年にわたり鉢区区長として

地域社会の発展と住民福祉の向

上に尽くされた。

おおさき ひろこ

大崎寛子さん

北鬼江 ・60歳

永年にわたり学校教育の振興

に尽くされた。

津

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

なカfしま きよし

長島潔さん

並木町 ・59歳

永年にわたり学校教育の振興

に尽くされた。

おおた かっひさ

太田勝久さん

中央通り ・63歳

多年にわたりスキー競技の普

及発展、本市体育スポーツの振

興に尽くされた。

し

表
彰

市

うすい みきお

碓井幹雄さん

本江 ・59歳

永年にわたり学校教育の振興

に尽くされた。

そうま よしあき

相馬佳明さん

相木 ・64歳

多年にわたり魚津市果樹振興
会会長として果樹の振興に努め
本市農業の発展に尽くされた。
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平
成
日
年
魚
津
市
表
彰
者

産

業

経

済

功

労

野菊の会

労l

多年にわたリ福祉ボランティ

ア活動に努め本市の社会福祉増

進に尽くされた。

功業事生厚

なかむら かずお

中村和夫さん

青島 ・70歳

永年にわたり漁業に精励し

本市漁業の振興に寄与された。

みやた ひでお

宮田 秀雄さん

上村木・ 64歳

永年にわたリ魚津市消防団に

あって献身その職務に精励し本

市の防災と市民の福祉増進に尽

くされた。

労|功持維安ごム，ロ

魚津市交通センター

村木支部
多年にわたり地域住民の交通

安全意識の高揚を図るとともに

交通環境の整備に尽くされた。

たにぎき ひさお

谷崎久男さん

長引野・ 74歳

多年にわたり花と緑の銀行魚

津支庖地方頭取として本市緑化

活動の推進に尽くされた。

すずき うしお

鈴木潮さん

双葉町・ 62歳

多年にわたり医師として市民

の健康管理に努めるとともに地

域医療の発展に尽くされた。

危険業務従事者叙勲は、警察官や

自衛官などの現場で危険な業務に精

励した人に対して政府からその永年

の貢献に対して授与されるものです。

章光単宝瑞

ひろせ まきお

虞瀬政男さん

横枕・ 65歳

永年にわたリ魚津市消防団に

あって献身その職務に精励し本

市の防災と市民の福祉増進に尽

くされた。

たけくま きよのぷ

武隈清信さん

相木・ 56歳

永年にわたり金型研削加工に

精励されその卓越した技能は市

民の模範となるものである。

はせがわ とおる

長谷川 徹さん

経団西町・ 61歳

元3等陸尉。金沢普通科連隊

や、主に防衛庁資材統制隊で勤

務。補給関係業務に尽力された。



介
護
保
険
制
度
の
健
全
運
営
の
た
め
に

増
え
続
け
る
給
付
費
、

一
方
で
は
保
険
料
収
入
、
が
当
初
の
見
込
み
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要
な
状

態
に
な
っ
て
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
社
会
全
体
で

支
え
合
う
制
度
で
す
。

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て

3
年

半
。

全
国
的
な
傾
向
で
は
あ
り
ま
す
が
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
給
付

費
用
も
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し

一
方
で

は
保
険
料
収
入
が
当
初
の
見
込
み
を
下
回

っ

て
お
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
介
護
保
険
制
度

の
健
全
運

営
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、

9
月
末
に
魚
津
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事

業
計
画
策

定

委
員
会

(
※
)
を
聞
き
、
現
在
の
介
護
保

険
事
業
(
第

二
期
)
の
中
間
状
況
を
報
告
、

意
見
を
求
め
ま
し
た
。

今
回
は
そ

の
内
容

(
要
約
)
を
紹
介
し
ま
す
。

※
委
員
会
は
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
関
係
者
や
学
識
経
験
者
・

一
般
公
募
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
別
名
で
構
成
さ
れ
、
介

護
保
険
事
業
に
つ
い
て
計
画
の
策
定
と
、
そ
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
点
検
・
審
議
す
る
も
の
で
す
。
委
員
会
の
内
容

は
広
報
等
で
八
公
表
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

介
護
保
険
事
業
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
務
局
は
市
の
保
険
介
護
課
で
す
。

元気に笑顔で暮らせるのが一番

①
要
介
護
認
定
者
と
給
付
費
の
増
加
に
つ
い
て

平
成
四
年
度
の
要
介
護
者
が
計
画
よ
り

5
%増
え
た
と
の

こ
と
で
す
が
、
介
護
保
険
給
付
費
も
在
宅
サ

ー
ビ
ス
中
心
に

5
%
増
え
る
の
は
自
然
で
は
な
い
か
。

も
咽
週
却
絶
対
数
が
増
え
る
と
当
然
給
付
額
が
増
え
る
o
M
年
度
給

a-E司
付
費
の
平
均
額
と
比
較
し
、
平
成
日
年
度
の
計
画
額
は
か
な

り
高
く
見
積
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
認
定
者

の
数
が
増
え
た
。
ま
た
、
利
用
者

l
人
当
た
り
の
利
用
額
も

増
え
て
き
て
い
る
。

在宅介護サービス給付費の推移 l

-'-
1，500人

ェ直室凶

H12年10月 1，084人

H13年10月 1，271人

H14年10月 1.433人

H15年9月 1，611人

H15年度計画 1，576人

500人 1，000人

.計画では、これまでの実績から数字を高

めに設定しましたが、 認定者数・給付費

共に年度途中で既に計画をよ回っている

」 ことが読み取れます。

1億円

H12年10月4，786万円

H13年10月 6，595万円

H14年10月 8，255万円

H15年7月 1億 207万円

H15年度計画の平均8，645万円

H14年度の平均7，386万円

2，000万円 4，000万円 6，000万円8，000万円



大介護予防教室に参加しましょう!

介護予防教室は百楽荘等で開催して

います。百楽荘へは市の福祉パスが送

迎します。ぜひご参加ください。

※日程については 14ページの福祉パス

運行予定表をご覧ください。ユv

加積公民館で行われた教室の様子です。

介
護
保
険
制
度

健
全
運
営
の
た
め
に

②
要
介
護
者
の
介
護
度
の
愛
化
(
回
復
)
に
つ
い
て

要
支
援

・
要
介
護
l
の
軽
度
の
方
の
要
介
護
改
善
度
は
ど
う

か
。
「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
や
健
康
体
操
な
ど
を
や
っ
て
お
ら

れ
る
が
、
要
介
護
予
備
軍
の
方
も
含
め
て
現
状
は
い
か
が
か
。

司
咽
岨
司
自
立
の
方
の
中
で
、
虚
弱
と
見
て
い
る
方
を
、
モ
デ
ル
的
に

i
a
t介
護
認
定
の
一
次
判
定
を
行
っ
た
。
要
支
援
か
要
介
護
の
段
階

か
を
調
べ
、
介
護
予
防
プ
ラ
ン
を
利
用
し
た
こ
と
で
、
3
か
月
、

半
年
後
に
ど
の
程
度
改
善
さ
れ
た
か
を
評
価

・
検
証
し
、
来
年

度
報
告
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
施
設
入
所
者
が
入
所

後
に
、
要
介
護
3
・
4
の
方
が
要
介
護
1
・
2
に
改
善
さ
れ
た

例
は
あ
る
。
在
宅
の
方
の
場
合
、
ど
の
程
度
改
善
さ
れ
た
か
は

調
査
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
リ
ハ

ビ

リ
の
利
用
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
改
善
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

⑧
介
護
予
防
に
つ
い
て

介
護
予
防
事
業
に
歯
科
衛
生
士
等
は
参
加
し
て
い
る
か
。

宅
咽
咽
虜
介
護
予
防
教
室
の
メ

ニ
ュ
ー
に
入
っ
て
い
る
。
地
区
の
い
き

a
E
E司
い
き
サ
ロ
ン
に
も
最
近
出
て
い
る
。

歯
科
衛
生
士
や
歯
科
医
師

に
往
診
を
お
願
い
す
る

こ
と

は
ま
だ
少
な
い
。
歩
け
る
と

同
時
に
食
べ
ら
れ
る

こ
と
が

非
常
に
重
要
な
意
味
を
持

っ

と
思
う
。
管
理
栄
養
土
の
指

導
も
、
利
用
は
ゼ
ロ
に
等
し

い
と
思
う
。
食
事
の
こ
と
は

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
か
。

強
曙
遁
誠
県
内
で
も
珍
し
い
が
、
訪
問
歯
科
診
療
を
歯
科
医
師
会
に
お

a
E司
願
い
し
て
い
る
。
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
非
常
に
自
立
度

が
上
が
っ
た
と
い
う
例
も
あ
り
、
寝
た
き
り
の
方
の
訪
問
歯
科

診
療
や
口
腔
衛
生
も
、
是
非
お
願
い
し
た
い
。

一
番
大
事
な
の
が
、
口
を
清
潔
に
す
る
事
だ
と
思
う
。

高
齢
者
の
死
亡
率
の
第
1
位
は
肺
炎
で
、
そ
の
印

i
叩
%
は
口

の
中
の
細
菌
が
肺
に
入
っ
た
「
誤
飲
性
の
肺
炎
」
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
歯
科
医
も
個
別
指
導
ま
で
手
が
回
ら
な
い

の
が
現
状
。

⑧
今
後
の
介
護
保
険
事
業
の
健
全
化
に
つ
い
て

当
曙
週
誠
今
後
の
介
護
保
険
の
動
向
は
、
保
険
料
収
入
が
下
が
り
、
給

S
E
E
-‘
付
費
は
利
用
者
増
と
一
人
当
た
り
の
給
付
率
の
上
昇
に
よ
り
、

計
画
を
上
回
る
見
込
み
で
あ
る
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
指
導
や

施
設
の
状
況
把
握
に
よ
る
給
付
費
の
適
正
化
を
図
る
。

最
近
は
、
介
護
予
防
の
必
要
性
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

な
ぜ
魚
津
の
介
護
度
が
高
く
、
重
度
化
す
る
の
か
具
体
的
な
数

字
を
上
げ
、
改
善
に
対
応
す
る
こ
と
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
委
員
会
の
重
要
な
課
題
は
、
多
面
的
(
リ
ハ

ビ
リ
、
歯
科
、
口
腔
衛
生
等
)
に
介
護
予
防
を
行
う
た
め
の
肉

付
け
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
魚
津
市
の
介
護
保
険

事
業
が
健
全
化
の
方
向
に
行
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

主
唱
週
岬
当
市
は
、
全
県
と
比
較
し
て
介
護
度
の
重
い
方
の
比
率
が
高

a
E
E司
か
っ
た
が
、
介
護
予
防
教
室
等
に
よ
り
、
現
在、

要
支
援

・
要

介
護
1
の
比
較
的
軽
度
の
方
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
、
多
面
的
に
予
防
教
室
等
を
開
催
し
て
い
き
た
い。

V
介
護
保
険
に
関
す
る
ご
意
見
・
お
問
合
せ
は

保
険
介
護
課
介
護
保
険
係
(
市
役
所
1
階
)

s
n
・1
1
4
8

ま
で



e 

魚
津
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
あ
な
た
の
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
く
、
た
さ
い

V
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
す
る
問
合
せ
先

富
山
県
土
木
部
都
市
計
画
課

2
0
7
6
・
4
4
4
・3
3
4
6

m
m
0
7
6
・
4
4
4
・
4
4
2
1

i
魚
津
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
0

フ
ラ
ン
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
j

富
山
県
で
は
、
現
在

「都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、

「
み
な

さ
ん
の
地
域
の
将
来
像
は
ど
ん
な
姿
が
望
ま

し
い
の
か
」
、
「
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を

と
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
」
と
い
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ

な
が
ら
定
め
て
い
く
計
画
で
す
。

都市計画マスタープランに

http://www.pref. 

都市計画区域マスタープランこれまでの経過

県において、検討委員会の設立、アンケー

卜、意向調査、まちづくりワークショッ

ブなどを実施しました。

平成14年2月

~平成15年6月

県において、意見 ・提言をまとめ、県

全体の都市計画区域マスタ プラン

(素案)を作成しました。

平成 15年7月

県・市において、都市計画区域マスター

プラン(素案)に対する県民の意見を

広く募集しました。

平成 15年 8月

メ

ー

ル

吉

田

E
W
S片
山

}gN⑤
℃
門
部
『
古
川
「
m
F
S
m
w
-
m
H
]
ち

魚
津
市
建
設
部
都
市
整
備
課

E
m
-
-
0
3
0

瑚
お

・
1
0
6
6

メ

ー

ル

け

O
印

F
H回
目

H
E
片
山
⑤
円
い
け
可
戸
。
N
戸

-gMNME5・
5

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

「
私
の
ま
ち
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
い

い
」
、
「
こ
う
す
れ
ば
も
っ
と
住
み
や
す
く
な
る
」
、
「
こ
こ
が
不
便

だ
」
・

・
-
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、

そ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
、
策
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。
多
数
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
の
日
程
は
・
・
・

①
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
。フ
ラ
ン
の
素
案
を
こ
覧
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間

口
月
目
日
働
ま
で

縦
覧
場
所

富
山
県
土
木
部
都
市
計
画
課
(
県
庁

4
階
)

魚
津
市
建
設
部
都
市
整
備
課
(
魚
津
市
役
所

3
階
)

②
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
聴
く

「公
聴
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

開

催

日

時

日
月
比
日
(
月
・
振
休
)
午
前
日
時
よ
り

開
催
会
場

滑
川
市
民
会
館

3
階
大
会
議
室

(滑
川
市
役
所
敷
地
内
)

※
当
日
は
、
滑
川
市
、
上
市
町
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
も
併
せ
て

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

大
こ
の
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
た
い
方
は
、
公
述
申
出
書

(
l
通
)

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
公
述
申
出
占
は
、
魚
津
市
都
市
整
備
課
に
あ
り
ま
す
。

受

付

締

切

日

月
口
日
叩
(
当
日
の
消
印
有
効
)

提

出

先

干

9
3
0
・
8
5
0
1

富
山
市
新
総
曲
輪
1
の
7

富
山
県
土
木
部
都
市
計
画
課
計
画
係

※
申
出
に
同
趣
旨
の
意
見
が
多
数
あ
る
場
合
に
は
、

一
部
の
人
を
公
述
人
(
発
言

者
)
に
選
定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
了
承
く
だ
さ
い
。

県
土
木
部
で
は
、
重
点
施
策

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
県
民

の
皆
様
方
の
ご
意
見
を
広
く
お

伺
い
す
る
た
め
、
「
一
日
土
木

部
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
無
料

テ
ー
マ
み
ん
な
の
元
気
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

日
時

日
月
四
日
嗣

午
後
6
時
半
か
ら

8
時

新
川
文
化
ホ
ー
ル

2
0
1
会
議
室

会
場

内
容と
や
ま
の
「
か
わ
」
と
「
み
ち
」

を
考
え
る

定
員

1
0
0
名
程
度

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

富
山
県
土
木
部
企
画
用
地
課

2
0
7
6
・4
4
4
・3
3
1
3



市
内
で
は
、
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
の
方
が
交
通
事
故
に
遭
う
こ

と
が
多
く
、
中
で
も
比
較
的
年
齢
の
高
い
女
性
の
方
が
、
怪
我
を
し

た
り
、
亡
く
な
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

①
通
り
慣
れ
た
道
路
で
も
、
必
ず
安
全
を
確
認
す
る
。

②
家
か
ら
道
路
に
出
る
時
も
安
全
を
確
認
す
る
。

③
横
断
中
の
事
故
の
多
く
は
、
道
路
の
半
分
を

過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
左
側
か
ら
来
た
車
に
跳
ね

ら
れ

て
い
ま
す
。
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、

特
に
左
側
か
ら
の
車
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

④
日
没
が
早
く
な
り
、
日
の
出
が
遅
く
な
る
時

期
を
迎
え
ま
し
た
。
夕
方
や
夜
間、

早
朝
に

外
出
さ
れ
る
時
は
、

明
る
い
服
装
で
、
反

射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
薄
暮
時
に
お

け
る
交
通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
早

め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

点
灯
の
目
安
の
時
間
に
つ
い
て
は
、

円
月
・
ロ
月
中
は
午
後

4
時
で
す
。

ま
た
、
こ

の
時
間
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
荒

天
時
や
早
朝
時
等
は
、
周
囲
の
状
況
に
応

じ
て
積
極
的
に
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
全
国
的
に
児
童
連
れ
去
り
事
件
な
ど
の
子
ど
も
が
犯
罪
の

被
害
に
遭
う
事
件
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
魚
津
市
内
で
も
児
童

・

生
徒
が
不
審
者
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
い
た
ず
ら
を
さ
れ
そ
う

に
な
っ
た
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

①
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
行
か
な
い
。

②
誰
か
に
つ
れ
て
い
か
れ
そ
う
に
な
っ
た

ら

助
け
て
」

と
大
声
で
助
け
を
呼
ぶ
。

③
一
人
で
は
遊
ば
な
い
。

④
友
達
が
知
ら
な
い
人
に
つ
れ
て
い
か
れ

そ
う
に
な
っ
た
ら
、
大
声
で
助
け
を
呼
ぶ
。

⑤
遊
び
に
行
く
時
は
、
ど
こ
で
、
誰
と
遊
ぶ

か
、
家
の
人
に
言
っ
て
か
ら
で
か
け
る
。

子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て

く
だ
さ
い
。

①
学
校
施
設
や
通
学
路
周
辺
の
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
に
参
加
す
る
。

②
学
校
周
辺
を
俳
佃
し
て
い
る
不
審
な
人
を
見
か
け
た
ら
通
報
す
る
。

③
一
人
遊
び
を
し
た
り
、
暗
く
な
る
ま
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
に
一

言
声
を
か
け
る
。

④
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
行
か
な
い
よ

う
子
ど
も
に
繰
り
返
し
教
え
る
。

⑤
「
子
と
も

1
1
0
番
の
家
」
を
子
ど

も
と
一
緒
に
確
認
し
、
被
害
に
遭
っ

た
時
の
対
応
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

、ン

一
。

灼

民

主曹宝

iiv

叩

て

い

か

フ

y」
1
A

こ

も

大

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

交
通
事
故
防
止
・
防
犯
の
お
知
ら
せ

貧
農
産
物
泥
俸
に
こ
注
意

収
穫
の
秋
を
迎
え
、
米
や
野

菜
、
果
物
な
ど
の
農
作
物
を
対

象
と
し
た
盗
難
事
件
が
全
国
で

相
次
い
で
発
生
し
て
お
り
、
県

内
で
も
玄
米
の
盗
難
事
件
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
も
、
り
ん
ご
な
ど
の

収
穫
期
を
迎
え
て
同
種
事
案
の

発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

農
作
物
の
収
納
場
所
等
の
施
錠
、

管
理
体
制
の
整
備
な
ど
自
主
防

犯
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

大
指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に

ご
協
力
を

警
察
施
設
や
公
共
施
設
に
掲

示
し
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で

手
配
さ
れ
て
い
る
指
名
手
配
被

疑
者
に
よ
く
似
た
人
を
見
か
け

た
と
い
っ
た
情
報
等
、
ど
ん
な

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
結
構
で
す

の
で
、
警
察
に
通
報
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

V
連
絡
先

魚
津
警
察
署
E
M

・0
1
1
0

※
緊
急
の
時
は

1
1
0
番
へ

V
間
合
せ
先

環
境
交
通
課
交
通
防
犯
係

(
市
ノ
企
附
1
階
)
2
m

・
1
0
0
4

_; 
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「
魚
津
の
美
し
い
自
然
と
祭
り
」

2
部
門
で
市
長
賞
を
受
賞

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

ゲ也
住

岡

隆
さ
ん

(吉
野
)

秋
は
、
四
季
の
中
で
も
風
景
が
き

れ
い
な
季
節
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
は
、

そ
ん
な
美
し
い
風
景
を
写
真
に
収
め

た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か

?窪
田
隆
さ
ん
は
、
カ
メ
ラ
歴
三
一十

年
余
り
、
魚
津
の
風
景
を
中
心
に
四

季
折
々
の
写
真
を
撮
影
し
続
け
て
き

ま
し
た
。
先
日
行
わ
れ
た

「魚
津
の

美
し
い
自
然
と
祭
り
」
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
に
お
い
て
、
自
然
の
部
、
祭
り

の
部
の
両
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀

の
市
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
市
長
賞
は
頂

き
ま
し
た
が
、
ダ
ブ
ル
受
賞
は
初
め

て
で
正
直
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
自

然
の
部
の
写
真
は
黄
色
の
チ
ュ

ー
リ
ッ

プ
と
晴
れ
渡
っ
た
青
空
が
美
し
く
、

見
と
れ
て
し
ま
っ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
う
程
で
し
た
。」

と
撮
影
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
は
な
し

て
く
れ
ま
し
た
。

取
材
で
訪
れ
た
窪
田
さ
ん
の
お
宅

に
は
こ
れ
ま
で
に
撮
影
し
た
数
々
の

写
真
が
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
中
に

は
お
子
さ
ん
の
成
長
記
録
も
:・
。

「
子
ど
も
も
、
は
や
大
き
な
っ
て
し

も
て
ぇ
、
今
は
、
孫
の
写
真
撮
る
が

が
楽
し
い
で
す
ち
ゃ

!
」

現
在
、
窪
田
さ
ん
が
撮
影
に
熱
を

い
れ
て
い
る
の
が
「
ホ
タ
ル
イ
カ
の

全
身
発
光
」
の
写
真
で
す
。
「
暗
閣

の
中
の
あ
の
幻
想
的
な
光
を
ど
う
と

ら
え
る
か
。
風
景
と
異
な
っ
て
相
手

は
生
物
だ
か
ら
動
き
も
あ
る
し
、
美

し
く
見
せ
る
の
は
難
し
い
で
す
ね
。

百
枚
撮
影
し
て
納
得
で
き
る
の
は
何

枚
あ
る
の
か
な
?
の
世
界
で
す
。
で

も
そ
れ
だ
け
に
や
り
が
い
が
あ
る
し
、

撮
影
の
後
、
現
像
す
る
の
が
楽
し
み

な
ん
で
す
よ
。」

と
楽
し
そ
う
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

一す
窪
田
さ
ん
の
市
長
貰
受
貰
作
品

こ
の
作
品
は
日
月
間
日
か
ら
埋
没
林
博
-

物
館
で
展
示
さ
れ
ま
す
(
日

p
に
関
連
記
事
)
。

ま
た
、
市
の
美
術
展
(
日

p
に
関
連
記
事
)

一で
は
窪
田
さ
ん
の
撮
影
し
た
ホ
タ
ル
イ
カ
一

の
発
光
写
真
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

わ
ガ
緩
め
元
気
じ
る
し

森

吉
小
〈
川
く
ん

一小
森
雅
洋
・
香
織
さ
ん
夫
妻
の
お
子さん

一平
成
凶
年
ロ
月
刊
凶
日
生
ま
れ
(
木
下
新
)

山
田
麻
奈
未
ち
ゃ
ん

/平山i
;成田 i
:14学 :
;年 ・:
• 3る:
j月み !
• 8子 i
l 日さ j

i生ん !
;ま主j
;れ君!

:上李;
;村 苧j
;木 ん ;

わ
が
家
の
元
気
じ
る
し
に
掲
載
希
望
の
方

は
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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晃たきEま
感じたまま

景子さん(富山市在住)

企画政策課広報広聴係(fi23-1015)までこ連絡ください

魚津市会計課主事
武藤

住
民
参
加
型
の
祭
り
っ
て

魅
力
的
で
す
ね

今
年
の
春
か
ら
魚
津
市
役
所
勤
務

と
な
り
、
魚
津
に
通
い
始
め
て
半
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
当
初
私
が
抱
い
て

い
た
魚
津
市
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
え
ば
、

霊
気
楼
・
水
族
館
・
米
騒
動
・
:
と
い
っ

た
程
度
の
知
識
で
し
た
。
こ
の
仕
事

に
就
い
て
か
ら
、
地
域
行
事
に
参
加

す
る
機
会
が
多
く
、
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
魚
津
を
肌
で
感
じ
て

い
る
毎
日
で
す
。

今
年
の
夏
に
は
初
め
て
「
せ
り
こ

み
蝶
六
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
春
に

は
「
の
ろ
し
祭
り
」
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
う
い
っ
た
祭
り
の
楽
し
み
と
い
う

も
の
も
私
に
と
っ
て
は
と
て
も
新
鮮

で
し
た
。
富
山
市
内
に
お
け
る
祭
り

は
地
元
住
民
参
加
型
と
い
う
も
の
は

あ
ま
り
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と

観
光
客
向
け
で
、
地
元
住
民
は
関
心

が
薄
い
と
い
っ
た
印
象
を
受
け
ま
す
。

で
す
か
ら
、
住
民
自
身
が
祭
り
に
参

加
し
、
自
ら
が
楽
し
む
と
言
う
形
体

が
と
て
も
魅
力
的
で
し
た
。

そ
う
い
っ
た
祭
を
通
し
て
、
魚
津

市
民
は
団
結
力
が
強
い
と
言
う
か
、

全
体
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
人
柄
と
し
て
も
温
厚

な
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
富

山
に
は
「
旅
の
人
」
と
言
う
言
葉
が
あ

り
、
外
か
ら
の
訪
問
者
を

一
線
引
い

て
捉
え
る
所
が
全
体
と
し
て
あ
り
ま

す
が
、
魚
津
に
お
い
て
は
そ
う
い
っ

た
こ
と
な
く
、
す
ん
な
り
と
受
入
れ

て
く
れ
た
気
が
し
ま
す
。

ま
た
、
魚
津
で
い
い
な
と
感
じ
る

こ
と
の
ひ
と
つ
が
、
海
と
山
と
が
両

方
身
近
に
あ
る
こ
と
で
す
。
実
際
、

生
活
の
中
で
も
場
所
を
示
す
時
、
山

側
・
海
側
と
言

っ
た
表
現
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。
最
初
は
そ
の
表
現
も
い

ま
い
ち
ピ
ン
と
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

ず
っ
と
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
方
に
と
っ

て
は
、
当
た
り
前
の
景
色
な
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
私
に
と
っ
て
は
と

て
も
心
安
ら
ぐ
空
間
に
思
え
ま
す
。

日
々
勉
強
の
毎
日
で
す
が
、
そ
う

い
っ
た
自
然
に
心
癒
さ
れ
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

憩
い
の
ひ
ろ
ば

象
簿
っ
Zd
-π
寵

!

年
生

野
村

な
つ
み
さ
ん

私
の
将
来
の
夢
は
、
楽
器
で
い

ろ
い
ろ
な
曲
を
演
奏
す
る
人
に
な

る
こ
と
で
す
。

き
っ
か
け
は
、
五
年
生
の
と
き

の
音
楽
会
で
す
。
私
は
、

「キ
キ
・

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
発
表
で
、

パ
ス
木
琴
を
担
当
し
ま
し
た
。
緊

年
生

木
下

大
稀
く
ん

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
プ
ロ
野

球
選
手
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の

理
由
は
、
野
球
が
す
ご
く
好
き
だ

か
ら
で
す
。
野
球
の
練
習
が
な
い

時
は
、
家
で
う
ず
う
ず
し
て
い
ま

す
。

夢
ヌ
ト
l
け

1

ー

本

江

小

学

校

i

張
し
た
け
ど
、
み
ん
な
か
ら
大
き

な
拍
手
を
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
最
後
の
マ
リ
ン
バ
の
演

奏
も
す
て
き
で
し
た
。

一
層
気
持
ち
が
深
ま
っ
た
の
は
、

こ
の
前
学
校
で
行
わ
れ
た

「小
学

生
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
す
。

フ
ル
ー
ト
の
音
色
が
き
れ
い
で
感

動
し
ま
し
た
。

私
は
、
将
来
、
音
楽
を
通
し
て

人
の
心
を
い
や
し
た
り
、
勇
気
づ

け
た
り
、
元
気
に
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。ぼ

く
は
守
備
と
攻
撃
で
は
、
攻

撃
の
ほ
う
が
得
意
な
の
で
、

パ
ツ

テ
ィ
ン
グ
の
練
習
が
好
き
で
す
。

今
、
学
校
の
野
球
チ

l
ム
で
二
番

を
打
っ
て
い
ま
す
。
ヒ
ッ
ト
を
た

く
さ
ん
打
っ
て
、
チ
ー
ム
に
こ
う

け
ん
し
た
い
で
す
。

目
標
は
西
武
の
松
井
選
手
で
す
。

足
が
速
く
て
、
パ
ッ
テ

ィ
ン
グ
が

う
ま
く
て
、
守
備
も
う
ま
い
か
ら

で
す
。
そ
ん
な
松
井
選
手
を
目
標

に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
を
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。



今
年
も
た
く
さ
ん
実
を
つ
け
ま
し
た

本
江
小
児
童
が
イ
ン
タ
ー
線
沿
い
の
姫
り
ん
ご
を
収
穫

こんなζどが窃りました

~@グ
#i]@ 
稲
を
束
ね
る
の
っ
て
難
し
い
な
あ

上
野
方
小
児
童
が
稲
刈
り
を
体
験
学
習

叩
月
市
目
、
上
野
方
小
学
校
の

5
年
生
が
、

蓄
に
田
植
え
を
し
た
田
ん
ぼ
の
稲
刈
り
を
行
い

ま
し
た
。

上
野
方
小
学
校
で
は
総
合
学
習
の
一

環
と
し
て
農
作
業
の
体
験
を
行
っ
て
お
り
、

5

年
生
は
稲
の
栽
培
を
1
年
を
通
し
て
学
ん
で
い

ま
す
。

こ
の
日
は
、
農
協
婦
人
部
の
方
も
参
加
し
、

子
ど
も
達
に
稲
刈
リ
力
マ
の
使
い
方
や
、
刈
り

取
っ
た
稲
の
束
ね
方
な
ど
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
「
き
ち
ん
と
実
っ
て
よ
か
っ
た

ね
」
「
稲
を
わ
ら
で
結
ぶ
の
っ
て
難
し
い
!
」

と
話
し
な
が
ら
作
業
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

叩
月
7
目
、
本
江
小
学
校
の

4
年
生
が
イ
ン
タ
ー
線
沿
い
の

り
ん
ご
並
木
に
真
っ
赤
に
実
っ

た
姫
り
ん
ご
「
ア
ル
プ
ス
乙
女
」

を
収
穫
し
ま
し
た
。

り
ん
ご
の
実
は
ピ
ン
ポ
ン
王

位
の
大
き
さ
で
、
子
ど
も
達
は

「枝
が
折
れ
そ
う
な
く
ら
い
リ

ン
ゴ
な
っ
と
る
ね
え
。
」
と
話

し
な
が
ら
木
に
よ
じ
登
っ
た
り
、

は
し
ご
を
か
け
た
り
し
て
、
収

穫
し
て
い
ま
し
た
。

体
育
の
日
は
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
!

市
内
各
地
で
ス
ポ
レ
ク
祭

叩
月
日
日
は
「
体
育
の
日
」
と
い
う
こ
と
で
市
内

各
地
で
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

総
合
体
育
館
で
は
カ
ナ
ダ
生
ま
れ
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
「
キ
ー
ン
H

ホ
ル
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
み
な

さ
ん
は
慣
れ
な
い
競
技
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
わ

き
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
し
、
体
を
動
か
す
爽
快
感
を

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

キーンポールは 4人 1チ ムで、 1ゲームに 3チ ムが参加し、大

きなボールを、指名したチ ムに投げ¥指名された方は、床に落と

さないように拾い上げる競技です。
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新
図
書
館
の
建
設
工
事
始
ま
る

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
跡
地
で
工
事
の
起
工
式
と
安
全
祈
願

叩
月
幻
目
、
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

跡
地
に
新
築
さ
れ
る
図
書
館
の
起
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
図
書
館
は
来
年
叩
月
末
に
完
成

予
定
で
、
そ
の
後
現
在
の
図
書
館
を

解
体
、
駐
車
場
に
整
備
し
平
成
げ
年

の
春
に
開
館
の
予
定
と
な
っ
て
お
リ
、

現
在
の
お
よ
そ
お
倍
の
規
模
と
な
り

ま
す
。
工
事
中
に
伴
い
、
駐
車
場
不
足
等

で
図
書
館
利
用
の
方
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
話
題

大
地
の
恵
み
と
海
の
幸
、
が
集
合

第

6
回
魚
津
う
ま
い
も
ん
祭
り
開
催

叩
月
刊

ω
-m日
の
両
日
、
あ
り
そ
ド
ー
ム
で
魚
津
の

水
産

・
農
産
物
が

一
堂
に
な
ら
ぶ
、
第
6
回
魚
津
う
ま

い
も
ん
祭
り
H

か
開
催
さ
れ
、
多
く
の
み
な
さ
ん
が
会
場

に
足
を
運
び
ま
し
た
。

今
年
は

「
ふ
る
さ
と
魚
津
“
食
鮮
"
自
慢
」
を
テ
ー

マ
に
聞
か
れ
、
「
い
き
い
き
」

、や
「
ご
っ
つ
お
」
な
ど
6

つ
の
広
場
が
設
け
ら
れ
、
鮮
魚
の
即
売
や
、
朝
採
れ
野

菜
の
販
売
、
大
漁
鍋
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
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理浸脈問開館参加者募集!
222-1049 ふれあい学習会

|ふれあい学習会「つるつるつくるJI 

自分で採集したつる植物を使って素敵なリ ス

作りに挑戦します。

日時 11月 15日出 午前9時から午後3時

場所 早月川緑地周辺および埋没林博物館

(午前8時50分埋没林博物館集合)

対象 小学生~一般 定員 20人(申し込み11慎)

※雨天決行。お弁当持参でおねがいします。

圃劃
O富山市科学文化センタ 移動ミ二博物館

「トンボの 生J 11月 15日出まで

01魚津の美しい自然と祭リ」 写真展

11 月 18 日(火)~ 1 2 月 25 日休)

(いずれも展示会場は埋没林博物館展示通路、要入館料)

陸~民監博物館
231-7220・31ー7045

|企画展 「運ばれてきた焼き物」開催中|

期間 11月 24日(月)まで

富山県内から出土した様々

な時代の焼き物は、一体ど

こから来たのでしょうか?

どのようなものがどこか

ら持ち込まれたのか?縄文

時代から江戸時代までの生

すずやきつほ 活道具「焼き物」の流通を
珠洲焼の壷 (宮津出土)

探った企画展です。

旧 日の育児サロン

対 象 .未就園児とその家族

受付時間 ・ 9 :00~9:45 (参加自由)

実施日 会 場

5日(水)松倉保育園

11日ω経由幼稚園
12日(水)道下保育扇 ・青島保育園 ・西布施保育冨

13日(木)魚津愛育園 ・経田保育園 ・野方保育園

19日(水)片 貝保青園

1日

6日
7日
8日

29日

8日

12日

26日
27日

5日

8日

22日

1日

15日

27日
28日

8日

15日

22日

休館日

日曜日・祝日・年末年始

i{J こぱと 大町 n24ー2402

出 12:50 
ひかりの街「なめりかわ」へ行こう

ほたるいかミュ ジアム、行田公園、児童館で遊ほう。

休)
15:30 自然の贈り物アート
白当

(:t) 14:00 落ち葉や木の実をオリジナル作品に変身させよう。

(:t) 13:00 
こぱとまつり

楽しい企画がたくさんあリます。遊びにおいで!

E 当戸‘かもめ 経由 n23-1777 

(土)14:00 
かもめオリンピック

おもしろいゲームを楽しもう |

(水)15:00 
はしれ!やどかり

やどかり博士と遊ぼう。

(7)<) 15:30 
カルメやきを作ろう

(木) ふっくらモコモコ不思議なお菓子だよ。

水族館のつらがわを見てみよう!
1| 

(水)14:00 
知らない世界にびっくリするよ! (定員10名)

出 14:00 
人形劇を見ょう

大学生のみなさんが楽しい人形劇をしてくれます。

出 14:00 
ヘルシー焼きを作ろう

不思議なお好み焼きをどうぞ。

事タ ひばり 六郎丸 n23ー0500

出 14:00 
ドッジボール大会

思いっきりし刈リ干を;荒しましょう。

出 13:00 
ひばりフェスタ

楽しいイベン卜がいっぱいです。

(木)
16:00 
りんごジャムを作ろう

闘 あまあ~いりんこ‘シ"ャムをいっしょに作りませんか。

品 図書館 市 n22ー附2

出 10:30 
子ども映画 日本のおとぎぱなし

「きんたろうJ1ももたろう」

出 10:30 
お話の会

絵本を読んでもらいましょう

出 10:30 
子ども映画 日本のおとぎぱなし

「し¥っすんぼうしJ1うしわかまる」



行
事
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

@ 日のフぉコ
行事・イ戸、シト桔報
JR魚津駅バリアフ1)一化推進事業完成式

1出
6 : 30~ j R魚津駅

2 (日)
文化の日

3 (月)魚津市スポーツ少年団体育大会・駅伝大会

9:00~ 桃山陸上競技場

4 (火)
5 (71<) 
6 (:ボ
7 (劃
第1毘魚津カップジュニア駅伝競走大会

8出
9:30~ ありそドーム 惨P21参照

第43回衆議院議員選挙投票日
7:00~ 市内各投票所 砂 P16参照

9 (日)
魚津の朝市

8 :00~ 魚津港魚市場

10 (月)
11 (1<) 
魚津准看護学院第44回戴帽式

12 (:水)
14:00~ 新川文化ホール

13 t木)
14樹
森のゆめ市民大学 講師 :中坊公平氏

15住)
18 :00~ 新)11学びの森天神山交流館

第15回全国勤労者綿引き大会

9:30~ ありそドーム 砂P21参照

市民のためのクラッシック入門講座
16 (日)

13:00~ 新JlI学びの森天神山交流館 惨P19参照

ふれあい無料入浴デイ

14:00~ からつ湯(経田)惨P14参照
17 (月)
魚津女性の会連絡会市政懇談会

18 (火)
19:00~ 市役所

魚津市障害者交流センター開所式

10:00~ 大光寺の同施設
19 (71<) 
魚津市行政改革推進委員会

13:30~ 市役所

20岡市議会臨時会 10 : 00~ 

21樹
秋山仁のわくわく算数ショーPART2

22出
10:00~ 新}II学びの森天神山交流露 惨P18参照

23 (日)勤労感謝の日

振替休日

24 (月)第5回魚津市少年ティーボール交流大会

9 目OO~ 吉田グラウンド

25 (火)
26 (71<) 

とやま広域窓口サービス開始
27 (i村
砂P16参照

28樹
29出
30 (日)

魚津水族館
H24-4100 

特別展「オスとメスー水生宝物の粧J

1 1日30日(日)まで

。子評開催中

← 巻貝の産卵の様子

223=1123 火曜休館

|第 43回魚津市美術展開催中|

11月 3日(月・祝)まで

市内公募アート作品を

一堂に展示しています。

せHひ一度ご覧ください。

※入場無料

砂問合せ先 教育委員会生涯学習課 ii23-1045 

川 町 一…謝|人形シアター inミラージュ 20 0 31 
湾、'1，，¥1淫逸32E日時 11月 2日(日) 午後 1時半から
吋Í\\入Fどこ~^ 3日(月・祝)午後 1時から

i栴~-1'¥ I会場 小ホル(全席自由)一 -F'=---ト与I ~司| 入場料 各公演 500円

25・7三--.....r議議一|魚津の人形劇団ナモナモは
う昔司¥'f': .=，，"_，:，. I 11月 2日午後6時から公演します 1
|劇団ふるさときゃらばんミユージ'力ル「パパの明日はわからないJ1 

日時 11月 12日制 回!日石耳石・m

午後6時半から

入場料 前売大人3，800円

中・高生3，000円

(当日 500円高)

リストラされたサラリーマンが、家

族に支えられ新しい自分を再生する。

愛と笑いがいっぱい。明日への勇気が

わくミュージカルです。

砂間合せ先

市民生活課 国際 ・男女協力

・ボランティア係(市役所 1階)~ 23-1017 

ありそド-b スポーツの秋!
ft2-3-9800 火曜休館 健康づくりに体を動かしましょう

フンニングコース (J)~ 2目、8日午前、 9日、
利用できない日 /ノ 16目、23日、29目、30日



~納期案内~
12月 1日までに納~てください

国民健康保険税悌5期分)

1 1月のふれあい無料入浴デイ
70歳以上の方が対象

一
農
振
除
外
は
刊
月
初
日
ま
で

農
業
振
興
地
域
内
で
あ
っ
て
、

農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る
場

合
に
は
、
事
前
に
農
用
地
以
外

へ
の
用
途
変
更
(
除
外
願
)
が

必
要
で
す
。

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
認
可
さ

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
協
議
願
い
ま
す
。
添
付

書
類
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左

記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
o

v問
合
せ
先

農
業
水
産
課
振
興
係

(市役所
3
階
)
宮
お

・
1
0
3
2 11月16日 (日)

午後 2時から 5時まで

からつ湯(経田中町)

日時

定

地

汗

天

神

日

月

4
日

ω

面

鹿

熊

日

月

5
日
制

収

上
中
島

日
月
6
日
術

，，， 祉
片

貝

日

月

日

日

ω

崎

坪

野

口

月

ロ

日

制

ヘ
一
下
中
島
日
月
日
日
術

劇
上
野
方
日
月
四
日
関

百
西
布
施
日
月
初
日
嗣

区

運

会場
一
用
水
を
減
水
し
ま
す

片
員
ハ
〈
口
発
電
所
設
備
の
修
繕

工
事
の
た
め
用
水
を
減
水
し
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

減
水
地
区

・
貝
田
新
円
筒
分
水
槽
下
流
域
の
水
系

.
荒
井
用
水
の
水
系

・
島
尻
用
水
の
水
系

減
水
期
間

日
月
4
日
附
か
ら
ロ
日
附

V
問
合
せ
先

魚
津
市
土
地
改
良
区

E
n
・5
6
5
6

千子

日

百楽荘では福祉パスの運行にあ

わせて、介護予防教室を行ってお

リますので、ぜひご利用ください。

-
u
H
月
刊
日
制
か
ら
げ
日
明

圃
は
「
税
を
知
る
週
間
」
で
す

国
税
庁
で
は
、
「
暮
ら
し
を

支
え
る
税
」
を
テ
l
マ
に
、
今

年
も
日
月
日

白
川
か
ら
口
日

間
ま
で
を

「税
を
知
る
週
間
」

と
し
、
全
国
的
に
各
種
行
事
を

行
い
ま
す
。
魚
津
市
で
は
サ
ン

プ
ラ
ザ

3
階
特
設
会
場
に
お
い

て
次
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

。
税
の
作
品
展
及
び
暮
ら
し
の

中
の
税
金
展

期
間
口
月
7
日
樹

1
日
日
附

O
市
内
小
学

5
年
生
の
書
道
作

品
の
展
示

。
暮
ら
し
を
支
え
る
税
金
資
料

の
展
示

寝具クリーニングサービス

-寝具の丸洗いを無料で行います一

対象者 ひとり暮らしや高齢者 (65歳

以上)のみの世帯で、介護度が要介

護 1以よ、または身障手帳 1・2級

をお持ちの住民税非課税世帯の方。

実施予定日 12月5日(金)

対象品目 敷・掛布団、毛布等3点まで

申込み期限 11月21日(金)

~tB 

H23-1007 
惨以上の間合せ先

社会福祉課高齢福祉係

一
「
魚
津
市
ま
ち
の
環
境
美
化
推
進
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た

平
成
時
年
4
月
1
日
か
ら
施
行

こ
の
条
例
は
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
協
働
し
て
、
美
化
運
動

を
推
進
、
実
践
し
て
、
魚
津
市
の
豊
か
な
自
然
を
市
民
み
ん
な
で
守

り
、
創
造
し
て
い
く
と
と
も
に
、
清
潔
で
緑
あ
ふ
れ
る
美
し
い
ま
ち

、
、
つ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
制
定
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
条
例
の
主
な
内
容

島
幽
圃
開
国
」
~
辻
阿部対込山

凶
凶
圃
園
田
岨
二
三

三
叫a

，

O
美

化

を

損

な

う

行

為

の

禁

止

障

7「一二
審
議

.
空
き
缶
や
吸
い
殻
等
の
投
棄
の
禁
止
靖
什
叶

j
a-
-
14捕

飼
い
犬
の

ふ
ん
の
放
置
の
禁
止

悲

劇

高

話

・
公
共
の
場
所
の
落
書
き
等
の
禁
止

ぜ

枚

以

ん

笠

通

。
市
民
の
自
発
的
な
活
動
の
推
進
珊
吐
臨
ブ
」
訓
窓

斗

1
溜

・
環
境
美
化
活
動
の
推
進
、
支

援

機

働

醐

境

謡

開問
占

的

菌剤
出
盟
国扇面

h
z
r
捻

・
環

境

美

化

の

日

の

制

定

，

z
a
!一E
〓，
f
pM〓

※
違
反
者
に
は
、
勧
告
、
命
令
を
行
い
、
正
当
な
理
由
な
く
命
令
に

従
わ
な
い
と
き
は
氏
名
等
の
公
表
を
行
い
、
2
万
円
以
下
の
過
料

が
科
さ
れ
ま
す
。

V
問
合
せ
先

環
境
交
通
課
環
境
係

(市
役所
1
階
)
宮
お

・
1
0
4
8



11月は『全国青少年健全育成強調月間』です
期間中の行事

①11 月 4 日 (火)~7 日 陰J i高校生さわやか運動」
高校生を対象に駅や通学路であいさつ運動等を行います。

②11 月 20 日 (木)~30 日 (日)

市内小中学生による「家庭の日」ポスター・ 絵画展(会場。サンプラザ)

砂間合せ先 青少年育成魚津市民会議(教育委員会内)~23 -1 045 

ご寄付ありがとうこさ・います|

圃
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
・
タ
ク
シ
ー

圃
に
関
す
る
お
知
ら
せ

日
月

8
日
出
か
ら
魚
津
市
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
パ
ス
お
よ
び
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
タ
ク
シ

ー
下
中
島
ル

ー

ト
の
「
サ
ン
プ
ラ
ザ
前
」
停
留

所
が
移
動
に
な
り
ま
す
。

変
更
後
は
サ
ン
プ
ラ
ザ
庖
舗

の
海
側
入
口
付
近
が
停
留
所
と

な
り
ま
す
の
で
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
日
月

8
日
凶
午
前
中

は
、
都
合
に
よ
り
西
国
り
ル

ー

ト
が
運
休
と
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

環
境
交
通
課
交
通
防
犯
係

(
市
役
所
1
階
)

百
幻

・
1
0
0
4

12，537円

50，000円

6，600円

13，533円

20，000円

100，000円

10，000円

3，000円

50，000円

50，000円

3，000円

100，000円

100，000円

100，000円

10，000円

100，000円 一
狩
猟
解
禁
は
刊
月
時
日
か
ら

日
月
日
日
出
か
ら
来
年

2
月

日
日
同
ま
で
、
狩
猟
が
解
禁
と

な
り
ま
す
。
狩
猟
が
行
わ
れ
る

よ
う
な
山
な
ど
へ
お
出
か
け
の

際
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

マ

ナ
ー
を
守
っ
て
安
全
な
狩
猟
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

圃
住
宅
需
要
実
態
調
査
に

圃
ご
協
力
く
だ
さ
い

国
土
交
通
省
で
は
、
ロ
月
l

目
、
全
国
各
地
に
お
い
て
「
平

成
日
年
住
宅
需
要
実
態
調
査
」

を
行
い
ま
す
。

日
月

M
日
か
ら
ロ
月
7
日
ま

で
の
問
、
調
査
員
が
対
象
と
な
っ

砂善意銀行へ

霊気楼i毎鮮組チャリティイベン卜収益金

(紋)関口ヨ シ 上村木1丁目

魚津第二保青園職員一同

西部中学校 「フリマ組」

(故)浜田武雄 本江

似)小川政竹 本江

本江保育園保護者会

三井自動車依)友の会天神野新

(故)高瀬 一男 北鬼江1丁目

似)浦島保 上口 2丁目

経j畢武志 新聞112丁目

砂社会福祉基金へ

似)山口圭次郎

(故)牧 つぎ

件)中村祐一

山本太郎松

似)加藤久晴 町

江

町

島

道

新

本

本

吉

友

本

た
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

公
園
住
宅
課
業
務
係

(
市
役
所
3
階

)
E
n

・
1
0
2
6

-童
工
事
の
申
込
み
Iま
お
早
め

冬
期
間
の
水
道
官
の
引
き
込

み
工
事
に
つ
い
て
は
、
降
雪
な

ど
に
よ
っ
て
、
工
事
の
一
時
中

止
や
大
幅
な
延
期
を
お
願
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
道
工
事
を
予
定
さ
れ
て
い

る
方
は
、
市
水
道
局
ま
た
は
指

定
給
水
工
事
業
者
に
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
役
所
第
二
分
庁
舎

水
道
局

E
m
-
-
0
1
4

0実施地域
砂間合せ先

県 LP ガス保安センター新川地区支所 ~24-5340

富

山

労

災

病

院

か

ら

の

お

知

ら

せ

富
山
労
災
病
院
で
は
糖
尿
病
週
間
に

せ
て
次
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

①
糖
原
病
・
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
、

医
療
、
生
活
、
薬
、
食
事
、
検
査
、

運
動
等
の
相
談
会

日
時

日
月

5
日
同
か
ら

7
日
樹

午
前

9
時
か
ら
正
午
ま
で

(
6
日
は
午
前
日
時
ま
で
)

会
場

富
山
労
災
病
院
1
階
ロ
ビ

ー

②
「
あ
な
た
に
ビ
ッ
タ
リ
」
バ
イ
キ
ン
グ

自
分
の
体
格
に
合
せ
て
食
べ
る
バ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

日
時

日
月

6
日
同
正
午
か
ら

定
員

叩
名
(
申
込
み
順
)

参
加
費

1
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
あ
た
り

l
円

申
込
み
期
限

日
月
4
日
川
ま
で

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

富
山
労
災
病
院
栄
養
管
理
室

~且己口同孟露呈迅」ユi主ι
・六郎丸市営住宅 1戸 (2階3DK)
・川の瀬市営住宅 1戸 (2階3DK)
-天王特定公共賃貸住宅 1戸(3階3DK)
申込期間 11月4日伏)から28日闘 まで
※入居条件や選考方法など詳しいことは

下記までお問合せください。

砂問合せ先

公園住宅課業務係(市役所3階)~23-1026 

E
n
-
-
2
8
0
 

間 12月3日休)から7日(日)まで
砂縦覧場所・間合せ先

市選挙管理委員会事務局

(市役所2階総務課内) ~23-1019 

お
知
ら
せ

-・E岬』喧喧司医~~F.砲事rllll晒喜重町届

昨年の 4月から魚津市教育センタ一内に開
設していた ITヘルプデスクは、既に本年 3

月を持って終了しています。

なお、ワー ド・工クセルについては、NIC

E TVのリクエストチャ ンネルで学習するこ

とができますのでご利用ください。

砂間合せ先

総務課情報システム係(市役所2階)~23-1021 

もとめます・ ベビーカー ・シングルベッ ド

・子ども用自転車(補助輪付)・茶釜セット

・廃油石鹸 ・冷蔵庫(350Q以上)・ピアノの椅子

ゆずります

-子ども用学習机(椅子付)・工レクトーン

・ミ二4駆用サーキット・ハ。うマウントヘH ット
-折りたたみベッ ド・手づくリ子ども御輿

砂申込み・問合せ先

総務課行政 ・ 防災係(市役所 2 階) ~23 -1019

~~主J書記EE:事iEEJ・.....--ー....
仏国 ・仏又 ・岡経団 ・青島 ・北中

~@ 



刊
月
9
日
制
は

衆
議
院
議
員
総
選
挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

の
投
票
日
で
す

投
票
時
間
は
午
前

7
時
か
ら
午
後

8
時
ま
で

※
松
倉
第

1
投
票
区
(
白
倉
小
学
校
)
の
終
了
時
間
は
午
後

6
時
で
す
。

平
成
日
年
目
月
幻
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

※
昭
和
同
年
日
月
印
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
魚
津
市
内
に
住
所
が
あ

る
方
(
新
し
く
転
入
さ
れ
た
方
は
平
成
日
年

7
月
幻
日
ま
で
に
転
入
届

を
提
出
さ
れ
た
方
)

日

月

9
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票

で
き
な
い
方
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

叩
月
出
日

ω
i
u月
8
日
出

時
間

午
前

8
時
叩
分
j
午
後

8
時

投
票
場
所

市
役
所

2
階
第

2
会
議
室

叩
月
下
旬
に
各
世
帯
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
入
場
券
が
無
く
て
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
れ
ば

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

V
問
合
せ
先

魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会
(
市
役
所
2
階
総
務
課
内
)

宮
口
・
1
0
1
9

投

票

区

魚
津
第
1

魚
津
第
2

魚
津
第

3

魚
津
第
4

下
中
島
第
1

下
中
島
第
2

上
中
島
第
1

上
中
島
第
2

松
倉
第

1

松
倉
第
2

松
倉
第

3

上
野
方
第
1

上
野
方
第
2

下
野
方
第
1

下
野
方
第
2

下
野
方
第
3

片
員
第

1

片
貝
第

2

片
貝
第

3

片
員
第
4

加
積
第
1

加
積
第
2

加
積
第
3

道
下
第
l

道
下
第
2

経
団
第
1

経
団
第
2

経
団
第

3

天
神
第
1

天
神
第
2

西
布
施
第
1

商
布
施
第
2

投

票

所

施

設

名

村
木
小
学
校

勤
労
青
少
年
ホ

i
ム

大
町
幼
稚
園

上
口
保
育
国

住
吉
小
学
校

下
中
島
公
民
館

上
中
島
小
学
校

有
山
公
民
館

白
倉
小
学
校

呼
野
小
学
校

松
倉
公
民
館

上
野
方
小
学
校

石
垣
公
民
館

本
江
小
学
校

西
部
中
学
校

魚
津
市
総
合
体
育
館

片
員
保
育
闘

片
貝
三
ケ
集
会
場

前
東
城
公
民
館

道
坂
公
民
館

陸
符
環
境
改
番
セ
ン
タ
ー

魚
津
商
工
会
議
所
第
二
会
館

(旧
魚
津
勤
労
者
会
館
)

東
部
中
学
校

道
下
保
育
園

道
下
小
学
校

経
田
小
学
校

経
田
保
育
園

江
口
多
目
的
研
修
施
設

天
神
公
民
館

木
下
新
公
民
館

西
布
施
公
民
館

地
域
農
業
推
進
拠
点
施
設

県
内
ど
こ
で
も
住
民
票
等
が
受
取
れ
ま
す

と
や
ま
広
域
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

日
月
幻
日
附
よ
り
、
富
山
県
内
お
市
町
村
で
は
、
仕
事
や
学
業
等

で
忙
し
い
方
の
た
め
に
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍

騰
・

抄
本
、
戸
籍
附
票
の
写
し
、
身
分
証
明
書
の
5
つ
の
証
明
書

(富
山
県
内
に
佳
所
、
本
籍
の
あ
る
も
の
)
に
つ
い
て
、
住
所
登
録

地
や
本
籍
地
以
外
の
市
町
村
窓
口
で
あ
っ
て
も
申
請
受
付
及
び
交
付

を
取
り
扱
う
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
。

証交

望付
Zさ
種れ

類 る

身戸戸印住
分籍籍鑑民
証 附 謄登票
明票・録の
書の抄証等
写本明し
し書

※
富
山
県
内
に
住
所
、

本
籍
の
あ
る
も
の

本
人
ま
た
は
同

一
世
帯
・
同

一
戸
籍
の
人

請
求
で
き
る
人

※
印
鑑
受
録
証
明
書

・
身
分
証
明
書
は
本
人
の
み

請

求

方

各
役
場
の
窓
口
に
備
え
て
あ
る
「
と
や
ま
広
域
窓
口

サ
ー
ビ
ス
交
付
請
求
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

i
本
人
確
認
が
出
来
る
も
の
(
※
)
を
添
え
て
提
出
し

;

て
く
だ
さ
い
。
印
鑑
登
録
証
明
書
の
請
求
の
際
は
、

各
市
町
村
で
発
行
し
て
い
る
印
鑑
登
録
証
(
登
録
証

制
で
な
い
場
合
は
登
録
印
鑑
)
が
必
要
で
す
。

声Z
..x.. 

付

時

間

午
前

9
時
か
ら
午
後

4
時
叩
分
ま
で

手

数

ト

住
所
地

・
本
籍
地
の
市
町
村
の
手
数
料
条
例
に
基
づ

i

く
金
額
に
な
り
ま
す
。

※
本
人
確
認
が
出
来
る
も
の
と
は
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
官

公
署
発
行
の
身
分
証
明
書
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証
、

年
金
証
書
(
手
帳
)
、
恩
給
証
書
、
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
、
介

護
保
険
被
保
険
者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
で
す
。

V
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
(
市
役
所

1
階
)

宮
幻

・
1
0
0
3



臨時無料税務相談コーナーの開設E
日時 11月9日旧)午後 1時から 4時まで

会場 サンプラザ3階特設会場

財産を相続したときやマイホームを持っ

たときなどの税の質問に北陸税理士会魚

津支部の税理士がお答えします。お気軽

にご相談ください。

圃
家
屋
の
取
り
壊
し
ゃ
所
有
権

圃
移
転
の
と
き
に
は
届
出
を

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を

取
り
壊
さ
れ
た
と
き
ゃ
、
個
人

間
で
売
買
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、

必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
届
出
が
な
い
と
、
従
来

と
お
り
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
願
い
ま
す
。

ま
た
「
自
分
の
土
地
に
疑
問

が
あ
る
」
な
ど
、
固
定
資
産
税

の
内
容
に
つ
い
て
、
詳
し
く
知

り
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

V
届
出
・
問
合
せ
先

税
務
課
課
税
係
(
市
役
所
1
階
)

E
mω

・
1
0
6
9

年末調整説明会を次のとおり開催しま

すので、事業所の給与担当の方は、必ず

出席してください。

日時 11月20日(木)午前 10時から

会場 新川文化ホール大ホール

砂間合せ先

魚津税務署法人課税第一部門

園
職
場
で
の
労
使
関
係

国
悩
み
事
無
料
相
談
会

解
雇
や
勤
務
条
件
の
切
り
下

げ
な
ど
、
労
使
関
係
で
の
悩
み

や
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
ま
せ

ん
か
?

富
山
県
地
方
労
働
委

員
会
で
は
、
無
料
相
談
会
を
開

催
し
、
あ
な
た
の
悩
み
や
ト
ラ

ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
ア

ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時

日
月
凶
日
出

午
前
叩
時

1
午
後
3
時

会
場

富
山
県
民
会
館

6
階

対
象

県
内
に
所
在
す
る
事
業
所

の
労
働
者
と
事
業
主
の
皆
さ
ん

V
問
合
せ
先

富
山
県
地
方
労
働
委
員
会

2
0
7
6
・
4
4
4
・
2
1
7
2

ii24-4934 

-
R
e
・
B
e
ワ
l
ク

園
セ
ミ
ナ
ー
魚
津

育
児
や
介
護
な
ど
で
勤
め
を

中
断
し
、
再
就
職
に
向
け
て
準

備
し
て
い
る
人
を
対
象
に
し
た

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
※
受
講
料
無
料

日
時

日
月
ロ
日
附

午
前
9
時

1
午
後
3
時
半

会
場魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容

上
手
な
仕
事
の
探
し
方
、

面
接
の
受
け
方

・
履
歴
書
の

書
き
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
、
企
業
の
求
め
る

人
材
と
は
、
な
と

定
員

叩
名
(
先
着
順
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

幻
世
紀
職
業
財
団
富
山
事
務
所

2
0
7
6
・
4
4
4
・
1
5
2
6

(財)富山県新世紀産業機構が、経営基盤

強化や創業のために必要な設備資金の 1/2

を無利子で貸付します。また、低利の割

賦制度、リース制度もあります。

融資対象 原則として従業員が 20名以下

の企業 (50名まで可)

営業利益等が一定割合以上向

上することが見込まれる設備

貸付限度額 4，0 0 0万円以下

(ただし、対象設備の 1/2以内)

申込み期間 11 月 4 日 伏)~ 25日(火)まで

砂申込み・問合せ先

(財)富山県新世紀産業機構設備支援課

包076-444-5602

※魚津市商工観光課 ・魚津商工会議所で

も申込みを受け付けています。

対象設備

砂問合せ先

商工観光課商工労働係

(市役所3階)

ii23-1025 

経営者・起業家・勤労者のみなさんヘ

市の各種融資制度をご利用ください。
詳しい条件など、お気軽に問い合せください。

資 金 名 融 資 対 象 資金使途
融 資条件

融資申込
限度額返済期間利 率保証人

-従業員 20人(商業 ・サ ピス業5人)以下 5年以内
年1.65% 1人以上

市

県小口事業資金 1.250 ※ 7年以内 内

斡旋保証融資
-原則市内で 1年以上同ーの事業を引き続き営む方

万円 の場合も
保証料 (無保証人 の

-県税及び市税を完納している方 あり 年 0.7% 制度あり) 銀

運転資金 f丁

-住民登録者で 25才以上の方 ・同 業種に 3年以
設備資金

上勤務し、市内に同 事業を新たに開業する方 年1.65%
魚津市独立開業

-製造業、建設業、卸小売業、飲食業(遊興、娯楽 500万円
5年以内

保証料 2人以上 用
資 金 ( 1年据置) 金

関係除く)、クリー二ング業、印刷業、理容業ほか 年 0.8% 庫
-県税及び市税を完納している方 な

-従業員 20人(商業 ・サービス業5人)以下 金融機関
と

魚津市商工業 の
-原則市内で 1年以上同 の事業を引き続き営む方 事業資金 200万円 6か月以内 年1.55% の方法に 取

振興資金
-県税及び市税を完納している方 よる 扱

金

魚津市勤労者
-魚津市に 1年以上在住し、中小企業等に働く従業

原則 1人 機融

生活安定資金
員のうち、 当該中小企業等の在職期間が 2年以上 生活資金 70万円 4年以内 年2.8%

以上 関
である方

-ーー

お
知
ら
せ

~u 



在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
や

介
護
に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
富
山
県
福
祉
会
館
の
介
護

講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

日
月
初
日
附

午
前

9
時

半

市

役

所
出
発

午
後
4
時

頃

帰

着

会
場富
山
県
総
合
福
祉
会
館

(
サ
ン
シ
ッ
プ
富
山
)

※
会
場
へ
は
送
迎
パ
ス
で
移
動

し
ま
す
。

※
参
加
無
料
(
昼
食
は
各
自
で

ご
用
意
く
だ
さ
い
。
)

定
員

別
名
(
申
込
み
順
)

申
込
み
締
切

日
月
口
日
間

V
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

(
市
役
所
1
階)
宮
お

・
1
0
0
7

一
フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
教
室

開
催
種
目

①
初
心
者
コ

l
ス

②
初

・
中
級
者
コ

l
ス

日
時日
月
7
日
幽
か
ら
凶
日
出
の

毎
週
金

・
土
曜
日
計
8
回

午
後
7
時
半
か
ら

9
時
半

会
場

東
部
中
学
校
体
育
館

受
講
料

1
5
0
0
円
(
保
険
込
)

定
員

叩
名

対
象

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤

者
で
国
歳
以
上
の
男
女

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
課

宮
幻

・
1
0
4
6

フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
協
会

E
M

・5
9
5
7
(米
多
)

一
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
教
室

自
己
流
か
ら
の
脱
却
!

正
し
い
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
を
身

に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

日
月
8
日
出

・
日
日
凶

幻
日
出

各
午
後
7
時
か
ら

8
時
半

叩
日
同
午
前
叩
時
か
ら
正
午

会
場

総
合
体
育
館

※
初
日
同
は
う
お
、
つ
ウ
オ
|
キ

ン
グ
マ
ッ
プ
の
コ

l
ス
(
全

長
約
3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
を

歩
き
ま
す
。

定
員

加
名
程
度

参
加
料

5
0
0
円

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

宮
幻

・
1
0
4
6

一
秋
山
仁
の
わ
く
わ
く
算
数
シ
ョ

l
P
A
R
T
2

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
も
お
な
じ
み
の
東
海
大
学
教
育
開
発
研
究
所

教
授
の
秋
山
仁
先
生
を
迎
え
、
実
験
を
ま
じ
え
て
算
数
の
世
界
を
楽

し
く
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日
時

日
月
幻
自

国

午

前

日
時
か
ら
午
前
日
時
日
分

会
場

新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館
体
育
室

対
象

市
内
の
小
学
校
4
年
生
以
上

(
大
人
だ
け
で
も
可
)

定
員

4
0
0
名
※
入
場
無
料

申
込
み
締
切

日
月
ロ
日
附

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

E
n
・1
0
4
5

• 

mω 
パ引
U

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
合
計
臼
点
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結

果
次
の
方
々
が
入
賞

・
入
選
さ
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

「

美

し

い

自

然

の

部

」

「

祭

り

の

部

」

市

長

賞

窪

田

隆

市

長

賞

窪
田

市
議
会
議
長
賞

関

口

衛

市
議
会
議
長
賞

武
田

商
工
会
議
所
会
頭
賞
中
平

一
郎

商
工
会
議
所
会
頭
賞

武
隈

観
光
協
会
会
長
賞
内
生
蔵
裕
志

観
光
協
会
会
長
賞

浜
元

入

選

村

椿

行

雄

入

選

武
田

中
平

一

郎

金

坂

関

口

清

吉

関

口

吉

岡

清

貴

武

隈

みんなでつくる歩行者天国

霊気踏バザ-Jl
11日23日(日)午前10時台ら干龍3蹄まE

和衛弘清清和清降
男 明政秋男政

V
応
募
作
品
展
示
会
場
と
期
間

.
サ
ン
プ
ラ
ザ
階
段
横
壁
面

叩
月
間
白
川

1
日
月
6
日
附

.
魚
津
埋
没
林
博
物
館
路

日
月
四
白
川
wi
u
月
白
日
附

北陸銀行魚津支居前付近を歩行者天国に

して、オープンカフェやフリーマーケット

など様々な催し物を繰り広げiます。

みんなが主役の愛があふれるにぎわい空

間、そして、老若男女が心暖かくふれあえ

るコミュ二ケーションの場、魚津の良さが

再発見できる場です。

ぜひ、ご家族連れでお越しくださし、。

※フリーマーケット等出届者募集中

脳
出

レ

3
本

一

2

ザ

会

引

先

パ

員

イ

せ

楼

委

か

4
ロ
Z

丸
一
付

ω

問

霊

実

a

h
p
 



園
田
際
交
流
員
ナ
タ
リ

l
の

圃
英
会
話
教
室

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
て
み
よ
う
。

-
デ
イ
ス
カ
パ
リ
ン
グ
・
イ
ン

グ
リ
y

シ
ュ
(
初
心
者
向
け
)

日
時

日
月
日
白
川
午
後

7
時

会
場

市
役
所
2
階
第

一
会
議
室

・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
ン
パ

セ
l
シ
ョ
ン
(
日
常
会
話
程
度

の
英
語
を
話
せ
る
人
向
け
)

日
時

日
月
日
日
同
午
後
7
時

会
場

市
役
所
2
階
第
三
会
議
室

前
凶
判
制
刷
剖
州
ぺ
闘
創
剖
刑
判

市

民

生

活

課

国

際

・
男
女

協
力

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

(市
役
所
1
階
)

古

川
ω
・
1
0
1
7

※
英
会
話
教
室
の
申
込
み
は

随
時
受
付
て
い
ま
す
。

岡田J1!JJ沼掴図面晴間前回
市民のためのクラシック入門講座

「ピアノの愉しみ」

~ピアノの名曲を

わかりやすい解説とともに~

講師(演奏) 大野由加(洗足学園OG)

演奏曲目 エリーゼのために、小犬のワル

ツ、 アンダンテ・ スピアナ トと華麗な

る大ポロネーズ他

日時 11月16日旧)午後 1時から
※入場無料

ぢ業

園
あ
な
た
も
森
で

園

遊
び
ま
せ
ん
か

木
を
育
て
て
み
た
い
、
き
の

こ
を
栽
培
し
た
い
、
木
の
実
ア
ー

ト
、
落
ち
葉
ア

l
卜
を
し
て
み

た
い
な
ど
森
の
中
で
の
活
動
に

興
味
の
あ
る
方
を
対
象
に
森
の

体
験
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時日
月
日
日
制
午
前
9
時
か
ら

会
場松
倉
公
民
館
(
現
地
講
習
有
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

農
地
林
務
課
(
市
役
所
3
階
)

宿
泊

・
1
0
3
6

地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
育
て
よ
う

ー
平
成
同
年
度
魚
津
市
生
徒
指

導
総
合
連
携
事
業
報
告
会
に
ζ

参
加
く
だ
さ
い
。
(
)

日
時

日
月
刊
ω
日
幽

午
後

2
時
か
ら

会
場

新
川
文
化
ホ
ー
ル

内
容

小
中
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
交
流
活
動
や
地
域

・
企

業
で
の
学
校
外
活
動
な
ど
の

報
告
や
、
教
育
心
理
研
究
所

の
先
生
に
よ
る
講
演
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

※
参
加
無
料

V
間
合
せ
先

魚
津
市
教
育
セ
ン
タ
ー

E
n
・
9
1
6
1

新
川
牧
場
で
親
子
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す

①
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
教
室

開
催
日

ロ
月
6
自
国

・
日
自
国

-m自
国

②
ヨ
ー
グ
ル
ト
チ
ー
ズ
作
り
教
室

開
催
日

ロ
月
7
日
同

・
日
日
間

-m日
同

日
程

各
回
午
前
9
時
半
よ
り
受
付
。

昼
食
は
ホ
ッ
ト
ド
y

ク
を
作
り
、
午
後
か
ら

牛
舎
見
学
等
を
行
い
ま
す
。

(
午
後
3
時
半
か
ら

4
時
頃
終
了
予
定
)

※
必
ず
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
(子
ど
も
複
数
可
※
小
学
生
以
上
)

ま
た
参
加
の
際
は
エ
プ
ロ
ン

・
三
角
巾

・
長
靴
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

参
加
費
用

大
人
2
5
0
0
円
小
人
(
小
中
学
生
)
1
8
0
0
円

定
員

各
回
親
子
別
組

申
込
み
締
切

日
月
初
日
同

※
材
料
準
備
の
都
合
上
、
開
催
日

1
週
間
以
内
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
実

費
負
担
(
参
加
費
の
半
額
)
を
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場
は
標
高
が
高
い
た
め
、
開
催
日
に
は

降
雪

・
積
雪
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

新
川
牧
場
う
し
の
い
え

M
O
O
ガ
ー
デ
ン

学びの森寺子屋パソコン教室受講者募集

大年賀状作成コース (4時間)

ワード 2002を使用して実際に年賀状
を作成します。

日時 11月5日附、 10日(月)
午後2時から 4時

受講料 3，000円
楽器のワンポイントレッスン講座

いろいろな楽器に挑戦してみませんか?

初心者の方、大歓迎です。※参加無料

日時

|①11月16日(印|
)lサックス

)lオ力リナ

はじめてクラス

ステップアップクラス

)lフルー ト&マリンパ

J〉トランペッ ト
|②11月22日凶i
)lピアノ 午前 10時から
※貸し楽器あります(フル 卜を除く)

申込み締切 11月 14日樹
大定期利用申込みはありませんか?大

11月 1日よリ来年度の定期利用の受付を
始めます。

定期利用は、年度を通じて、月 2回以上・
週2回以内の定期的な利用について、一般
の利用申し込みより先に、まとめて利用申

込みができる制度です。

定期利用できる施設

・大研修室9(鏡 ・ピアノを設置)
.合奏室 ・合唱室 ・中練習室

詳しくは下記までお問合せください。

午前 10時から

午前 10時から
午前 11時から
午後 1時から
午前 10時から

お
知
ら
せ

宮

町
ω

・
2
6
0
4

砂以上の問合せ・申込み先・会場 1 
新川学びの森天神山交流館 (木曜休館)

n31-7001 FAX31-7009 
メーjレ manabi-t@sun1.city.uozu.toyama.jp 

~@ 



1
1
9
番
の
日
で
す

円
月
9
日
は

一秋
の
火
災
予
防
運
動

「
そ
の
油
断
火
か
ら
炎
ヘ
災
い
ヘ
」

暖
房
器
具
な
ど
火
を
扱
う
こ
と
が
多
く
な
る
季
節
に
入
り
ま
す
。

火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し

±
?
し
ょ

・っ。

刊
月

9
日
制
j
時
日
制

期
間
中
の
主
な
行
事

。
小
学
生
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

期

間

日

月
9
日
同
か
ら
日
日
出

会
場

サ
ン
プ
ラ
ザ

。
防
火
推
進
地
区
の
防
火
指
導

日

時

日

月
9
日

同

午

前

9
時
か
ら

対
象
地
区

大
海
寺
野

・
大
海
寺
新
(
大
杉
台
)

O
事
業
所

・
消
防
署
の
合
同
訓
練

日

時

日

月

刊

日

間

午

前
9
時
か
ら

会
場

ア
ピ
タ
魚
津
庖

j
住
宅
防
火

路
罰
悶
悶
国

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

-
ス
ト

ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
0

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

悶
悶
悶
悶
悶

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
0

.
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
0

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
備
え
る
0

・
お
年
寄
り
ゃ
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
j

万
一

、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
消
火
器
で
火
を
消
そ
う
と
し
て

も
、
古
く
な
っ
た
も
の
、
腐
食
、
キ
ズ
、
変
形
が
あ
る
も
の
は
使
用

で

き

な

い

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

戸

h

|
困
問
1
.

.

 

こ
家
庭
に
置
い
て
あ
る
消
火
器
を
、
次

の

こ

司

有

量

詞

M

と
に
つ
い
て
点
検
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

T
a
3

・

①
安
全
栓
が
確
実
に
装
着
さ
れ
て
い
る
か
。

F
F
L
E

②
容
器
や
キ
ャ
ッ
プ
に
変
形
や
錆

・
腐
食
は
な
い
か
。

③
ホ

l
ス
に

つ
ま
り
や
ヒ
ビ
割
れ
が
な
い
か
。

④
ゲ
l
ジ
の
付
い
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
圧
力
値
を
示
す
針
が
正

常
値
を
指
し
て
い
る
か
。

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
欠
陥
が
あ
る
場
合
は
、
専
門
業
者
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
専
門
業
者
に
つ
い
て
は
、
職
業
別
電
話
帳

(
タ
ウ
ン
ペ

l
ジ
)
の
消
防
用
設
備

・
用
品
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
o

v問
合
せ
先

消
防
本
部
消
防
課
予
防
係

官

μ
・
0
1
1
9

消
防
署
で
は
、

一
般
の
方
を
対
象
と
し
た
普
通

救
命
講
習
を
実
施
し
ま
す
。
よ
り
わ
か
り
や
す
く

簡
単
に
な
っ
た
応
急
手
当
を
あ
な
た
の
大
切
な
家

族
の
た
め
に
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
一
人
で
も
多

y
o

く

の

方

の

受

講

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

ピ

日
時

ロ
月
7
日

同

午

前

9
時
か
ら
ロ
時
ま
で

-u

会
場

魚
津
市
消
防
署

内
容

心
肺
蘇
生
法
、
大
出
血
時
の
止
血
法
な
ど

V
問
合
せ
先

消
防
本
部
通
信
救
急
係

官

μ
・
0
1
1
9

募集種目

自衛隊生徒(男)

応募資格中学卒業(見

込)で 17歳未満(昭和

52年4月2日~平成元
年4月1日生)の者

受付期間

平成15年11月4日(火)
~平成16年1月6日(火)

受験科目 国語、社会、

数学、理科、英語、(選

択問題)・作文(500字
程度)

砂問合せ先

自衛隊魚津募集事務所

2i24-1035 

自衛官採用試験

のお知らせ

~@ 

向
一
以
特
別
口
げ
引
)

曜
日
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

月
j
金
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

田
岡
醐
凶

9
時
j
灯
時

開
悶
悶
悶
(
予
約
制
)

第

4
火

曜

日

目

時

i
m時

国
嗣
制
国
第
1

・3
木
曜
日

日
時
1
凶
時
。
凶
川
崎
附
刷
。

市
民
相
談
室

a
m
-
-
0
0
3

困
闘
制
国

第

2
金

曜

日

日

時

1
日
時

会
場
サ
ン
プ
ラ
ザ
問
合
せ
は

富
山
地
方
法
務
局

8
2
・
0
4
6
1

悶
隠
醐
踏
平
日
の
9
時

i
M時

市
教
育
セ
ン
タ
ー
岱
幻
・
1
7
1
7

市官司市
商幽芸
.. 守宮冒コ:>:

扇闘福
光臨調祉
課晋課

fi ~ 宅 s
?出君子
1 所 7 1 
o 3 江 0
2 階 i't 0 
5 '-../分 6

8
時
半

i
午
後
5
時
日
分

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

(
百
楽
荘
1
階
)

宮
幻

・
5
2
6
0

削
お

・
5
2
6
1



土日9:30~16:00

.11月の休館日・

2目、3目、10日、16日、23日、24日、30日

.資料展 12/27まで

発見!郷土の人「盛永俊太郎」

-開館時間.

平日9:30~18:00

圃ふ
れ
あ
い
の
広
場

園
第
幻
回
ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス

障
害
を
持
つ
方
と
い
っ
し
ょ

に
、
楽
し
く
お
ど
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

日
月
幻
自
国

午
後

2
時
か
ら

会
場

サ
ン
タ
マ
リ

l
卜

(旧
魚
津
平
安
閣
)

V
問
合
せ
先

市
障
害
者
連
合
会

2
2

・
2
4
9
4

日本の秋
紅葉撮影ガイド
著者中橋富士夫

紅lこ心も染まる、絶好の紅

葉撮影地 ・168ポイントを大

公開。実践撮影に役立つアド

バイスとともにさまざまなj最

影データも紹介されています。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
ヘ
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
)
一

日
月

8
日

出

午

前

9
時
半
か
ら

あ
り
そ
ド

l
ム
を
ス
タ
ー
ト

・
ゴ
ー
ル
と
し
て
小
学
生
は
市
内
の

小
学
4
年
生
以
上
、
中
学
生
は
県
内
の
中
学
校
チ

l
ム
が
競
い
ま
す
o

v問
合
せ
先

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

E
n

-
-
0
4
6

同
園
闘
関
同
国
防
E
E四
回
開

V
E
b
T
H

司

日
時

日
月

9
日

同

午

前

8
時
か
ら

会
場

V
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
福
祉
保
護
係

(
市
役
所
l
階
)
宮
幻

・
1
0
0
5

あ
り
そ
ド

l
ム

位

恒

開

E
胆
R
ι
F
I
E
F
ι
抗

日
時

日
月
日
日

同

午

前

9
時
半
か
ら

会
場

あ
り
そ
ド
ー
ム

日
本
全
国
か
ら
叩
チ

ー
ム
、
約
5
0
0
人
の
力
自
慢
が
あ
り
そ
ド
ー

ム
に
結
集
!
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
お
見
逃
し
無
く
!

V
問
合
せ
先

全
国
勤
労
者
綱
引
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

(
県
庁
労
働
雇
用
課
内
)
2
0
7
6
・
4
4
4
・
3
2
5
7

e翠翠冨=m:J・

【新着図書から】

-文学・小説

「新しい人jの方ヘ 大江旺郎

あなたか明いすっぴん魂5

室井 滋

椎名誠

柳 美里

石田衣良

津田ふじ子

島村洋子

南原幹雄

深谷忠記

船戸与一

唯川恵

.図書館講座で知識を得ょう

9日目)源氏物語を読み通す会
11日凶朗読録音研修会
12日嗣川柳教室

17日間)魚津読書会
21日幽古文書解読会
22日比)魚津短歌会
25日制草かなで読む読書会

28日樹時事英語を読む会。2"'"13Pのお知らせカレンダーも見てね)

秘密のミャンマー

交換日記

LAST 
嵐山殺景

ココデナイドコ力

倒|四天王(上・下)

Pの迷宮

三都物語

100万回の言い訳

楽しくえらんでこの一冊

.一般
50代からパソコンを使いこなす本

菅原孝雄

浮世道場 群ょうこ

裏支配一今明かされる田中角

栄の真実 田中良紹

安倍晋三物語 山際澄夫

人間の心と法

河合隼雄・加藤雅信

お父さん工ラい! 重松 清

東京大学応援部物語最相葉月

生涯最高の失敗 田中耕一

ヒ卜の遺伝子の100不思議

左巻恵美子ほか

-児童

日本の神話 平山忠義

まじよ子とまいごのかいじゅ

うちゃん 藤真知子

旅の絵本V 安野光雅

むしたちのおんがくかい

得田之久お
知
ら
せ
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セ
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a
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時
1
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a
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日
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i
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弁
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時
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医療機関でのがん検診は今月で終了します
(胃がん 2，200円、大腸がん 1，000円、子宮がん 1，300円、乳がん 1，700円)

~ ， ，日
寒いからといって、子どもに厚着をさせていませんか?

実はそんなに厚着は必要ないんです。

意外と知られていない冬の育児についてご紹介します。

Q.寒い時は何枚着せたら

よいのでしょうか?

A. 基本的には大人より 一枚少なくても

かまいませんが、寒いときは大人と同

じ枚数でも OKです。背中に手を入れ

て、湿っぽいならj干をかいている証拠。

薄手の服に替えるか、 一枚脱がせましょ

う。赤ちゃんの様子を見ながら、こま

めに衣服の調節をしてください。

Q. 赤ちゃんの手足がとても冷たい

のですが、大丈夫でしょうか?

A. 手足が冷たくても心配する必要はあ

りません。赤ちゃんは体内で作られる

g 

熱が多いので、余分な熱を手足から発 φナ ¥ 、
… 

散して体温調節をしています。ですか央0::%i
ら、靴下は外出時以外は、むしろ履か~可d

せない方が良いくらいです。

Q. 外へ出したら風邪をひくのでは

ないかと心配で外出できません。

A. 外の新鮮な空気に触れる ことで赤ちゃん

の皮膚に刺激を与え、外気を吸い込むこと

で気管や肺などの粘膜を鍛え、抵抗力をつ

ける効果があります。お母さんや赤ちゃん

の気分転換のためにも、 1日に 1回は外に

出ましょう。外出の時は、マフラーや手袋

は必要ありません。

Q. 寝ているときに、赤ちゃんが

布団から出てしまうのですが。

A. 布団から出ている手が冷たくても、体力t

暖かければ特に心配ありません。赤ちゃん

は暑がりなので、大人より少なめの寝具で

ちょうどよいくらいです。布団から飛び出

して寝ているときは、暑いからかもしれま

せん。気がついたときに布団を直してあげ

れば大丈夫です。

V百合 寒いからといって部屋を閉め切った状態で暖房したり、ホットカーペットの上で遊ばせたり、

もζ止守 電気毛布の上で寝かせたりしていませんか? 一日中体を温めていると、体から水分が失われて

vベJ 脱水症状になってしまいます。部屋の換気や、湿度にも気をつけましょう。

赤ちゃんマッサージで

毎日コミュニケーションしてますか
日常生活で、おむつを替えるときやお風

自に入れるとき、お母さんは自然に赤ちゃ

んの体に触れています。触れあいが心身に

与える影響と効果は

想像以上に 大きく、

赤ちゃんの良好な発

育や精神の安定を促

すことには、欠かせ

ないものです。

赤ちゃんの目を見つめてやさしく声を

かけながら、親子でコミュニケーション

の時間を作りましょう。

ところであなたのお宅は大丈夫?

子どもの事政防止チェック!
大乳幼児期の事故の大半は、

大人のちょっとした気配りで防ぐことができます。

口①子どもがソファーやベッドなど高い所にいる

時は、目を離さないように注意していますか?

口②階段や段差のある所には、 子どもが落ちない

ような工夫をしていますか?

口③熱い鍋やポット、炊飯ジャー、アイロン、熱

い食べ物などは子どもの手が届かない所に置

くようにしていますか?

口④ストーブやファンヒーターで暖房する際、や

けどに気をつけていますか?

口⑤たばこや薬、化粧品、洗剤などを子どもの手

が届くような所にあ、いていませんか?

口⑥入浴後、浴槽に水をはったままにしていたり

しませんか?

結核検診の結果通知について:10/3までに受診された方で、個別に結果通知が届かなかった方は、特に異常な所見は認められませんでした。
~~ 



fi 24-3999 

fi 24-0415 

魚津市健康センタ一

子育て支援センター

惨お問合せは
の
vy

子
慨
一

れ
身
、
乙
康
市
鍵

(必要!母子手帳、予防接種者は予診票)

会場 健康センタ一

対象者等 実施日

母子保健鮮
受付時間

4か月児健診
第 1子

満 4か月児 6日(木)13 : 00~ 13:15 
股関節脱臼検診 第 2子以降

1 3: 1 5 ~ 13:30 
1歳 6か月児健診 平成14年4月生まれの児 11日(火)13 : 00~13 30 

3 歳 児 健 吾n会~、平成12年5月生まれの児 26日(水)13 : 00~13 30 

パパとママの育児教室 妊婦と夫、その家族 29日出
12 : 45~ 13:00 
(要予 約)

のびのび広場 乳幼児とその家族
5. 12・

9:30~11:00 26日(7.1<)

赤ちゃん広場 生後 6閉まて;O)m~とその隷 19日(水) 9:30~11:00 

村木 ・道下 5日(水)13 ・ 00~14 00 
三種混合 大町・下中島・上中島・松禽 7日樹 ※該当地区を指

本江 ・上野方 10日(月)
定しています

(ジフテリア・百日咳・破傷風) が、都合の悪

生後 6~90 か月 経団 ・天神 13日附 い場合は別の

加積 ・片貝 ・西布施 14日働
日に受けられ
ます。

ツベルクリン反応検査 19日(水)
生後 3~48 か月

B C G 接種 21日樹 1 3 : 00~14 :00 

日 本脳炎 生後 36~90 か月 18日(火)

※魚津市内の所定の医療
麻しん(はしか)

生後 12~36 か月
機関で受けてください。

風しん(三日ばしか) 風しんは、麻しん接種
後に受けてください。

'*' 谷内
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発
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児
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い
気
師

叱
け
病
医

臥
性
の
の

制
熱
か
票

〈

ら

診

(診療時間/午前9時~午後5時)国 休日当番医

殺急教命法講習会
~子ど.もへの心肺蘇生法を知っておきませんか~

( LJζコ旦且1 '1 

ーコ豆EJC
日時 11月14日(金) 1 0:00~ 11 :45 

会場 健康センター 多目的室

定員 20名 (先着順)

砂問合せ先 子育て支援センター

初めて参加される方は事前にお申込みください

内容[時間] 実施 日

機能訓練 個別 毎週火曜日

[9:30~11 :30J 集団 6， 27日(木)

健康運動相談会 21日働
[ 13 : 00~13:30J 

脳の活き活き相談会 毎週火曜日
[9: 30~ 1 1 3 0 J (予約制)

※物忘れが気になる、ぼんやりしている事が多

いなど、ちょっと気になる方の相談会です。

魚津地域産業保健センター健康相談

期 日 14日闘 9 ・ OO~17 : 00

.6‘ 場 浦田クリ 二 ック= 
砂間合せ先 魚津地域産業保健セ ンター

1i22-0318 

EZ墨注[i}lJ.';・~盛時型II!.-

相談会
会場 健康センター

• 教室

医 歯科医

院さ2A85|近藤歯科医院会主FAZ
般

病l
 
l
 
j
 

2自(日)新

3日情)桝崎クリニック芸A8品 |近藤歯科クリニック 品吃152健康テレホンサービス

9日(日)沢口胃酬クリニック会21Z|阿部歯科医院zr忍|j(県保険医協会)1i 076 -442 -0003 
1 1月のテーマ

入善町上野八幡
田原歯科医院 7i74-0231

院 友 道
7i24-7671 病

23日(回いな|訪れ跡医院 主2ABZ|弥忠田歯科医院 部 if;;li子どもの肥満(火)

畑(月) 吉島内科クリニック 芸22-88~ 1野田歯科医院会主FJZ
更年期うつ病(水)

気づかない歯ぎしりの害(木)

心
と
身
体
の

健
康
ぺ

l
ジ

津16日(日)魚みずほうそう(月)

30日(田平野クリニック 22M2詰 |塩見歯科医院 会黙清

新川地区休日夜間急患医療センタ一(黒部消防署向側 1i54-0731) 
診療時間/午後 7時'"11時 診療科目/内科・小児科・外科

はしか

不整脈

(金)

(土・日)



シ
リ
ー
ズ
魚
津
の
臼
然
見
7
L
あ
る
記
⑧

急
流
な
ら
で
は

河
口
風
景
;
早
月の
JI( 

早
月
川
は
、
銅
岳
や
大
日
岳
な
ど
の
水
を
集
め
て

北
西
に
流
れ
、

高
低
差

2
5
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
、

総
延
長
叩
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
、
日
本
屈
指
の

急
流
河
川
で
す
。
鉢
集
落
付
近
か
ら
下
流
が
魚
津
市

と
滑
川
市
と
の
境
界
を
成
し
、
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド

の
横
で
富
山
湾
に
注
い
で
い
ま
す
。
今
の
時
期
の
河

口
で
は
、
海
か
ら
川
へ
帰
っ
て
き
た
ば
か
り
の
サ
ケ

の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

早
月
橋
を
渡
る
た
び
、
何
気
な
く
目
に
す
る
早
月

川
河
口
。
し
か
し
、
そ
の
河
口
の
風
景
が
、
ほ
か
の

河
川
と
は
違
っ
て
い
る
こ
と
に
、
ど
れ
だ
け
の
人
が

気
づ
い
て
い
る
で
し
ょ
う
。

普
通
の
河
川
の
下
流
域
で
は
、
川
幅
と
深
さ
が
増

し
て
流
れ
も
緩
や
か
に
な
り
、
底
や
岸
は
砂
泥
質
で

ヨ
シ
原
な
ど
が
発
達
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
早
月
川

に
は
下
流
と
呼
べ
る
景
観
が
な
く
、
大
き
な
石
が
ご

ろ
ご
ろ
と
堆
積
し
て
、
発
達
し
た
中
州
の
聞
を
浅
瀬

が
流
れ
る
と
い
う
中
流
域
の
形
態
を
保
っ
た
ま
ま
海

に
達
し
て
い
ま
す
。
川
岸
に
は
ヨ
シ
の
代
わ
り
に
ツ

ル
ヨ
シ
が
生
育
し
、
中
州
に
は
ア
キ
グ
ミ
や
オ
オ
パ

ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
樹
木
が
茂
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

植
物
は
、
本
来
は
河
川
の
上
流
か
ら
中
流
に
か
け
て

分
布
す
る
種
類
で
、

早
月
川
河
口
の
特
異
性
を
よ
く

物
語

っ
て
い
ま
す
。
普
段
見
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

景
観
も
、
急
流
早
月
川
な
ら
で
は
の
独
特
な
も
の
な

の
で
す
。

(
写
真
と
文

埋
没
林
博
物
館
学
芸
員

石
須

秀
知
)

、伊、今如、、，、ミ

-闘闘-

錨

m-襲
強
制
邸

内
魁
一

V
秋
の
花
と
い
え
ば
コ
ス

モ
ス
。
県
内

で
は
夢
の
平
ス
キ
l
場
の
コ
ス
モ
ス
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
が
有
名
で
す
。
市
内
で
も
何
力

所
か
田
ん
ぼ
一
面
に
コ

ス
モ
ス
が
き
れ

い
に
咲
い
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
o

v写
真
は
日
月
四
日
に
行
わ
れ
た
「
片

貝
コ
ス

モ
ス
祭
り
」
で
撮
影
し
ま
し
た
。

女
の
子
の
笑
顔
も
良
く
、
色
彩
も
き
れ

い
で
、
ぜ
ひ
表
紙
に
し
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
村
木
小
学
校
の
み
な
さ
ん
の
い
っ

ぱ
い
の
笑
顔
に
は
一
歩
及
ば
ず
、
幻
の

表
紙
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
(
よ
〉
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市の人口

平成15年9月初在 3
男:22，701人(ー20人)

女:24，308人(-1人)

計:47，009人(ー21人)

|世帯数:1開世帯(+5) 

内 ※カ ッコ内は前月対比 。
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